
ナガエツルノゲイトウ現地視察の様⼦（2026年8⽉6⽇）
新たに発⽣が確認された箇所への対応も含め、ナガエツルノゲイトウ対策チームにおいて今後実施する対策の検討が進められる中、過去から発⽣
が確認されている箇所の現状を把握するため、東播磨県⺠局幹部が現地視察（加古川⽔系⻄川、権現川、⼩川及び喜瀬川⽔系）を⾏った。

加古川⽔系⻄川（兵庫
県企業庁加古川⼯業⽤
⽔道管理所付近︓加古
川市平荘町養⽼）の状
況。特に抜き取り等は⾏っ
ておらず、広範囲に繁茂し
ている。これより下流に農
業⽤取⽔⼝はないとされて
いるため、対策の優先順位
は低いと思われる。

加古川⽔系権現川（加
古川市平荘町⻄⼭）の
状況。特に抜き取り等は
⾏っておらず、広範囲に繁
茂している。このすぐ下にあ
る⻄川・権現川合流点下
流の取⽔⼝から取⽔してい
る⽔⽥で新たに発⽣が確
認されており、何らかの対
策が必要と思われる。

喜瀬川⽔系新川池（加
古川市平岡町⼟⼭）の
状況。池の⼊⼝に喜瀬川
からのナガエツルノゲイトウの
流⼊を防⽌するためのオイ
ルフェンス、農業⽤取⽔⼝
（2か所）に流出防⽌ネッ
トを設置済み。池の中では
繁茂しているが、状況はコ
ントロールできているように
思われる。

新川池より下流の喜瀬川
本川（県⽴考古博物館
付近︓播磨町野添）の
状況。播磨町主催の「ナガ
エバスターズ」による抜き取
りが複数回⾏われているが、
再び繁茂している。農業被
害防⽌の観点から必要な
対策を改めて検討する必
要があると思われる。
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